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			諸天善神が高天原に昇ってしまわれるとは（二）
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			◇前回までは

			　お寺でも、神様に法華経の法味を捧げるように、神社でも法華経方便品長行、自我偈等をあげて、法華経の法味を神々に捧げておいてから、柏手を打って参詣すれば、高天原に戻られた諸天善神も再び社殿に戻られて来るに違いないというのが前号までのお話でありました。

		

	
		
			◇日本の古い神代の歴史

			　今回は、日本の古い典籍である、古事記や日本書記に述べられている、古い伝説である日本の昔の歴史について見ることにします。

			　日本の歴史は古典を見ているところでは天神七代、人王一百代の王が、その後を継がれたというように書かれております。

			　これは昔、インドの釈迦仏が説かれた根本妙法の教えを前提として考えれば、不変真如の妙法蓮華経の仏の教えが、手始めになってその方便として、多くの歴代の方々が教えを開かれたものであることがわかります。

			　これらの古典には、意味の深い教えが説かれております。

			　今、日本歴史上に現れた多くの神々の歴代のの後を追って、古事記という古典を読んで見ますと、

			　天神七代というのは、そこに書かれているように、七代の神々がおられるのであります。

			　以下順序に書きますと、

			　第一に、国常立尊（くにとこたちのみこと）、第二に、国狭槌尊（くにさつちのみこと）、第三に、豊傍停尊（とよくまぬのみこと）でありますが、以上の三代の神々はまだ、男女の区別がなかったといわれております。

			　第四、泥上瓊尊（うひちにのみこと）、沙土瓊尊（さひちにのみこと）、第五、大戸之道尊（おおとちのみこと）、大戸間辺尊（おおとまべのみこと）、第六、面足尊（おもたるのみこと）、惶根尊（かしこねのみこと）であります。

			　人王一百代の一番初めは、神武天皇、その後の十五代目の天皇は応神天皇であります。応神天皇は現在では一般に八幡大菩薩といわれております。

		

	
		
			◇本地垂迹

			　このように、あるいは天神七代の神々と現れたり、地神五代の神々と現れたり、または、人王一百代の王様として現れた日本の多くの神々は、その本地は一体誰でありましょうかということは、みな、仏教を演説された釈迦牟仏なのであります。なぜかというと、諸天善神が高天原に昇ってしまわれたというように、前のテキストに書きましたように、日本の神々は、どのようにして生まれたかというと、仏教の立場から説明した、悲華経というお経があります。その悲華経のお経の中に、お釈迦様が五百の大願を立てられましたが、その五百というものは、大変な数の願いであります。そういう行いを必ず行いますといって、誓願を立てられたのであります。

			　その五百の内の第百四十番目の願いの中に、どのような事が書かれてあったかというと、私は後の世になって、大明神と、則ち神様となって現われ、沢山の衆生を救いたいと思ったのであるという、誓願が書かれているのであります。

			　このように日本の神々は、インドの釈尊のお説きになった、悲華経に説かれているところによれば、仏が昔五百の大願を立てたというのであります。

			　つまり、悲華経のお話をもとにして考えれば、日本の天神七代や、地神五代並びに人王一百代の神々の内、人王一百代は別としましても、天神七代、地神五代の神々というものは、特に地神五代の神々について云えば、天神七代は宇宙が完成されてから根本的に云えば、不変真如の世界とは、平等の境涯の世界で、時間も、空間もない時代において悟りの境涯を得て、やがて、ビッグバン以後の随縁真如界という時代に現れて間もない時に現れたのが、五百塵点劫の仏であります。この仏を基本として説明されたのが、悲華経に書かれてある説明であります。

		

	
		
			◇本地とは

			　この五百の願いの一つから現れたのが、日本の古典に見えている諸神であることが解りました。

			　この五百の大願というものの中から諸天善神というものは生まれたということになるのであります。日本の伝説の中でも、特に古事記等を前提として、お経を進めておりますが、日本の古典の中に出てくる天神七代並びに地神五代の神々、その後を継がれた人王一百代の神々というような方々は、その本地は誰であろうかと言えば、これは、本源を探せば、ビッグバン以前の不変真如界の、時間も空間もない世界において悟られたところの、久遠五百塵点劫に仏の境涯を得られたところの仏の大願の中の一つによって、多くの神々が生まれたということになります。

			　これは一代仏教を演説されたところの教えの中の悲華経というお経の中に書いてあったのがその一端であります。現代ではむしろ日本歴史の大部分は、中国の伝説をもとにして出来上がったものであるとさえ考えられます。

			　日本歴史の年代が正確に定まったのは、中国から十干十二支の暦法が伝わったことによるのであります。

			　この暦法によって、日本の歴史が始めて正確に計算されるようになりまして、神武天皇を人王第一代として、三十三代推古天皇の年に、十干十二支の暦法が中国より渡り、庚申の年を第一年として、以後六十年を通して数えられる暦法が使用されるようになってからのことであるとされています。

			　これは、中国の讖緯（しんい）暦運説によるものとされています。この推古天皇九年辛酉の年から逆算して千二百六十年目が神武天皇の即位の年とされたものと云われています。

			　日本書記は、これをもとにして日本の紀元を定めたのでありましょう。このような理由により、日本の歴史が正確に西暦並に計算されるようになったのは、第三十三代推古天皇九年辛酉の年以後でありまして、それ以前は事実上仮空のものであったとしか、考えられないというのが、近代の歴史観であります。

			　次に、その中でも、天照大神と八幡大菩薩の二神が日本の主なる神として考えられるようになりました。

		

	
		
			◇宇佐八幡とは

			　中世時代には、八幡宮として、鎌倉の鶴岡、京都の石清水、それから九州には、宇佐八幡がありました。石清水八幡は平安時代になると国家崇廟の神（国家の守護神）、すなわち日本の祖先神としての、伊勢の天照大神とあい並ぶ地位を占め、天皇家をはじめ、貴族の厚い崇敬を受けることになるのであります。

			　しかし、八幡の本家にあたる宇佐八幡は、元来は、都を遠く離れた西海の、しかも辺鄙な宇佐の一地方神にすぎなかったのです。

			　この宇佐の八幡が中央の貴族の世界に、いつごろ登場してきたのかということが、問題になりますが、これには仏教が重要な役割を果たすことになりました。

			　都が藤原京から、平城京に移るのが七百十年（和銅三年）ですが、間もなく九州の南部で隼人が反乱をおこし、ここで、一つの問題はこの反乱という言葉についてでありますが、本来はこの反乱という言葉の隼人は難しいことになります。隼人は始めから悪者でありまして、奈良の政府が正しいと決められている立場からいうと、反乱となります。

			　だから、隼人の反乱ということになるわけです。このように善いとか、悪いとかの基準は、この時代には奈良の政府側のものであり、隼人側のものではなかったのであります。奈良の政府は一方的に、南九州に軍隊を送りこみ、攻撃したことになります。とにかくこの時、大伴旅人が将軍に任命されて、九州に遠征したのであります。宇佐からも兵士が徴集され、隼人征伐に加わりました。ところが、その後に宇佐八幡は託宣をくだしまして、自分は殺生の罪を犯し、その罪報におののいている、何とかして助けてほしいというのです。こうして宇佐八幡のために、仏教の経典が読まれました。それが神前読経でありました。

			　また、宇佐八幡のために寺が建てられる、神宮寺であります。

			　いわゆる神が仏の下に自らの席を定め、仏を救済者として仰いだのは、日本の神々の中で宇佐八幡が第一番目ということになります。

			　仏教を信じ、仏に救済を求めた結果、仏教の救いの手が宇佐八幡にさしのべられるのでありますが、このことはやがて、宇佐八幡が中央にその名を轟かせる出発点になったと考えられます。

			　七百四十年（天平十二年）に聖武天皇は河内の知識寺に参拝しました。そして金堂の本尊の盧舎那仏像を拝し、自分もこういう仏像を造りたいと考えました。しかし、大仏造立工事の困難さを思い、最後の決断をためらっていたところ、宇佐八幡が託宣を下し、いかなる困難があろうとも、天神、地祇を率い誘い、必ずこの大事業を成し遂げるであろう、という強い決意の程を示しました。

			　このことは、「続日本記」にも出ておりまして、事実であったと思われます。この段階での宇佐八幡は、仏教による救済を求める苦悩者の域を乗り越えまして、仏教を擁護する神にまで上昇しているのであります。

			　つまり、宇佐八幡は仏教擁護の神として、天の神、地の祇を率い、聖武天皇による大仏造営を援助するというのです。そして、託宣の通り東大寺大仏は見事完成しました。

			　宇佐八幡の神威は、日本の神々というものは天神が上の位である、地祇というのは、下の位であって、天神の中でも最高位は天照大神でありました。

			　天照大神は、天皇家の祖神であり、則ち、高祖神であり、また、天皇の根源とされていました。こうして宇佐八幡の神威はあらたかであって、神威は高くあがりました。

			　中央貴族層から宇佐八幡が崇敬と信頼とを寄せられるようになったのも当然でありましょう。宇佐八幡が天神、地祇を率い、いかなる困難があっても、必ず大仏造立を実現させるという託宣は「続日本記」に記載されております。

			　大きく分けると、天神が上位であり、地祇は下位でありました。天神の中でも最高位であったのが天照大神でありました。天照大神を先頭とする天神、地祇、則ち、全ての日本の神々を自分が率いると宣言されたことになります。しかし、天神、地神を率いて誘い云々という、託宣を聞いて誰よりも喜んだのは、聖武天皇その人でありました。

		

	
		
			◇宇佐八幡と東大寺

			　東大寺大仏が完成しますと、また、宇佐八幡は託宣を下し、東大寺大仏を拝みたい旨の意思を表明いたしました。

			　奈良の政府は、宇佐八幡の一行が通過する国々に命令を下して、警戒にあたらせ、また、迎神使を任命して、手落ちのないように努めました。宇佐八幡が、東大寺を拝礼した当日は、孝謙天皇、聖武天皇、光明皇太后を始め、文武百官が東大寺に会し、五千人の僧侶による礼仏読経がなされました。

			　このように或いは、天神七代と顕われ、或いは、地祇五代と顕われ、また、人王と顕われ給われた日本の諸神は、その本地は誰であろうかと申せば、これは皆一代仏教を演説された釈迦尼仏でありました。

			　このような意味を既に中国に出世されて、中国天台の第十六祖の法統を受け継いだ、妙楽大師は仏法が流布される前に、禮や楽を主とする儒教がまず先駆として、流布されるのであって、則ち、禮や楽等の人々の道徳を守る道がまず流布されて、次第に真実の仏法の教えがこれを引き続いて流布されるのである、といわれています。

		

	
		
			◇守護神とは

			　以上のようなことから推（お）して考えてみれば、守護神といって、俗に世間にいわれている守護神とはなにを守護するかといえば、これは他でもありません、法華経を守護することなのであります。

			　その言葉のように、仏が入滅されてより、二千六百年の第五百歳の末法の時代という現在が、丁度妙楽大師が予言された真実の仏法が流布されるまえに、禮や音楽を奏することが世の中に流行するといわれておりますが、現代が丁度この言葉に似ているような気がするのであります。

			　こうして、法華経を守護される諸天善神は、日本の場合に於いても法華経を守護される、諸天善神のことを守護神というのでありますから、この法華経を尊重しないで、そしったり、いやしめたりするような人々を見れば、日本の諸天善神はこの人を守護するどころか、かえって諸神は悲しまれるでありましょう。

			　ところが、現在、鎌倉時代の日本国の現状を見れば、法華経の教えを信ずる国の王もおられず、また、国全体も正法の教えに反対して、邪教を教える邪師のみがはびこり、正法の法味はうすれていますので、聖人は国を捨て去り、神明は法味に飢えて、天に昇られてしまっているのです。ここに、日蓮大聖人は、法華経その他諸経の明文を基として、去る正嘉元年八月二十二日に突発した大地震を御覧になって、国土の災難をとどめられんとして、御製作になったのが、彼の安国論中に法華経を信ずるものが、国中に消失すれば、善神は国を去って天に昇り、その国に悪神が乱入して、人心と社会と国土とを乱し、その国に内部では、国の同志討ちが起こり、外国より攻め落とされるような亡国の危険を招来するという法門をたてられたのであります。

		

	
		
			◇神天上の法門

			　これを神天上の法門といい、日本にとって二つの世界大戦は、日本の諸天善神が天上に昇りましました、結果とも言えないでしょうか。現代の教育の姿というものを見れば、このような様々な教育方法を立案しても、多くの教育の悪い結果を表現されるような、社会情勢が、まま、世の中に放置されているのが現状でありますから、鎌倉時代のような有り様を、再現しているのではないか、と思うようなことがある昨今であります。

			　こういう事を証明するのに自分の言葉で無理に表現しなくても、経文のあらゆるところに、お説きになっているのでありますから、今、それらの諸経の文をここに引証することにしましょう。

			　まず、金光明経の七難、仁王経の十難、薬師経の七難、大集経の三災等、これらの四経には明らかな文がのせられていますが、これらの内の薬師経の七難を引証してみることにします。

			　若しも法華経の行者が、その国に現れて、法華経を弘める時に、国家の権力によって行われる王難等が、この行者に与えられた時は、様々の悪現象がその国に起きてきます。その悪現象というのを今ここに挙げて見ますと、次のようになります。

			　悪現象とは、第一に、沢山の大衆の中に様々の病気が発生して、人を苦しめるのであります。第二は、外国から攻められて攻撃を受けるのであります。第三は、その国家の内部において同志討ちといって内乱が発生するのであります。第四は、多くの諸天体の上に混乱が起こり、引いては天災地変等の原因を造るのであります。第五は、日や月が蝕を起こして、異状の気象状態をもたらして、人心の上に様々の影響を及ぼすのであります。第六、第七は、時ならざる時に大風大雨または、干天が続く等、万事時を失する天候を現出するのであります。

			　以上は薬師経の七難でありますが、また、大集経に次のごとくあります。もし、未来世において、この法華経が消滅しようとしている時、長い年月の間全ての仏道修行を行ない、行満じて娑婆世界に生まれ出た一国の王がここにあり、この法華経がまさに消滅せんとするのを見ても、何等この法をまもろうともせず、法華経を久しく残すというような心を起こさないで、なにごともしないで終わるならば、過去世における全ての良い善根は消失してしまって、その王はその国の善政を行うことが出来ず、国内には三つの不祥事が起こるでありましょう。その第一は、日常生活の必需品の暴騰、第二は、戦争、第三は、疫病の流行等であります。

			　以上のような災厄が続出しても、諸天善神はその国を捨てて、守ろうとはしないでしょう。

			　このように多くの経文の中に教えられています。

			　以上はお経文に書かれている明文でありますが、法華経が消滅するような時に、これを守るようなもののない時は、三災七難等の諸災難が必ず起こるというのであります。

		

	
		
			◇法華経出現の目的

			　もし、法華経の行者が、後の世に現れたときは、諸天善神はこの人を必ず守護すると、昔、仏前において口をそろえて約束を申し上げたのであります。

			　このように今の日本国を静かに考えて見ますと、上は主君、下は万民に到るまで、法華経流布に対しては誹謗し、反対はごうごうたるものであります。これらの人々は全く正法を消滅する人々であると言えるのであります。

			　これが当時の鎌倉時代の姿でありました。

			　三世諸仏鈔には、この世界出現の目的であり、また、一切衆生が真に成仏得道することの出来る直道でもある法華経には、次のような文章が書かれています、とあります。

			　もし、人がこの正法正義たる法華経を信ぜずして、この経をそしり、あなどるならば、娑婆世界における一切の衆生の成仏得道の根本種子を断ずることになるでしょう、といっております。

			　この法華経は全く一切の諸仏の生命であり、眼目であります。それゆえに現在日本国の諸人が法華経をあなどり、悪口するのは、仏の命を断絶することになり、日本国の庶民はこの言葉通りの行いをしていることになります。

			　以上の通り、その本地の仏と諸天善神とは、本と末との関係にあるのでありますから、その本地の仏の命を断絶するような行為をする人に対して、娑婆世界の日本国出現の垂迹諸神があわれみの心を持つはずがありません。

			　我が親を殺害するような人にどうして賛成するものがありましょうか、誰一人と言えども同心するはずがありません。現在における日本上下の多くの人々は、諸仏、菩薩、諸天善神の敵人であります。この怨敵の捧げ贈る品物をどうして受け取ることができましょうか。当然受けるべき筋合いのものではないでしょう。

			　日蓮大聖人は、このことを次のように仰せになっています。

			　この日本国の現在は、一国を上げて法華経反対の国でありますから、守護の善神は、法華経の法味を受けることも出来ず、己が社を捨てて天に昇られしまっているのであり、その後の社には善神に変わって悪鬼神乱入して、多くの人を悪道へ導き入れているのであります。

			　その上に、仏は教化の手を止めて寂光の本土に帰られてしまっていますので、日本国の寺々や神社は魔の住家となりさがってしまっているのであります。

			　国家が如何に立派に栄えているように表面は見えていても、そこに住まう住民等の苦しみは増すばかりでありますから、立派な社寺等の瓦はむなしく立ち並んでいても、何等民の幸福を増進する道場とはなっていないというのが現状であります。

			　このような状態ですから、諸仏も、諸天善神も、共にこのような法華経反対の人々の供養や備えものを請けとるはずもないのでありますから、正法正義の法華経を守護するべき立場にいる人々としても、これらの供養を受けることは出来ないのは当然であります。

			　春日大明神のおつげに「食すものがなくて、銅の炎々と燃える炎（ほのお）を食物として食する程困っても、心のけがれた人の捧げる物を食べるようなことはしようとは思いませんし、また、座るところがなくて、銅の真っ赤に焼けるようなつらい境涯におかれても、正法正義を守ることも知らぬ心のけがれた人の住む家へは、訪問致しません」といわれております。

		

	
		
			◇法華経の行者には諸天善神がまいおりる

			　日本国の諸天善神が、たとえ日本国を見捨てるまいと思っておられたとしても、昔、インドの霊山会上での約束があるのですから、私がこの約束を何故実行しないのですかと、責め立てれば、一日の間さえもこの娑婆世界におられるはずはありません。これをたとえて見れば、ここに或る盗人がいて、誰にも知られない間は隠れていることが出来ましても、よく事情に通じているような人がいて、この盗人を見つけて「泥棒」と叫べば、あわてて遠くに逃げるようなものであります。

			　釈尊が入滅されて七百年頃は、世の中の様子も、次第に良くなり、また、天皇も法華経を信じ給われたような時代でありますから、諸神も法華経の正義を守られたのは、幼稚なものが、父や母を恋い慕うようなものでありました。

			　桓武天皇時代になって、伝教大師が延暦二十二年に渡海されようと、宇佐八幡の御宝前で、法華経の講義をされました時に、八幡大菩薩は宝殿を開いて、「私はこの法華経の教えを長い間聞くことが出来ませんでしたが幸いにも、今、貴方にあって正教を聞くことができましたので、私は大変喜んでいます。このお礼に紫の袈裟を差し上げましょう」と託宣されました。

			　また、北野天神は「私はまだ法華経の日頃の教えは充分には聞いておりませんから、遠忌をおさめて追善供養する時は、在来の密檀を改めて、法華八講を修することにします」と託宣されました。それがこの吉祥院では、現在に到るまで、法華八講を講じておるのは、彼処が天神の御遺跡であるからであります。また、恵心僧都という人は、七日の間、加茂におこもりをして、真の仏の道は如何なる経文を信ずれば良いのであるということを、祈りましたところ、明神が示現されて、「釈迦仏の説かれた教えは、一乗妙法蓮華経であり、諸仏もまた、妙法によって仏となったのであります。また、菩薩が六波羅蜜の修行をして仏となるのも、法華経であり、二乗も法華経によってのみ作仏するのであります」といわれています。

			　また、諏訪大明神は「私は正法たる法華経をもって正体とし、正理を信ずるのを正祭というのであります。それ故に正法たる法華経を甲胄とし、正法の正理を弓箭として、邪神や三界の魔王を脅かし、正法正理をも護ります。私に従って正法正理を行じないならば、主を捨てて、天下に災難が起こるのであります」と託宣されています。

			　これら多くの諸神の説かれる正法正理とは何でありましょうか、浄土宗の法然上人は法華を捨てなさい、閉じなさい、さしおけ、投げ捨てなさいといわれましたし、また、真言宗の弘法大師は法華経は、第三の遊びの論議であるといって捨て、禅宗の達磨大師は正法を不浄を拭う乾いたヘラ等といっていますが、これらの教えは、即ち正法正義でありましょうか、また、天台宗では法華経を立てながらも、また、他面では一般諸宗の謗法にも同調しているのが、正しいというのでしょうか。

			　もしも、これらの諸宗が正しいと定めるならば、日も月も地に落ち、東南は西北になったようなものであります。

			　現在までのはっきりした証拠を見れば彼の連歌の十徳の言葉であります。

			　何等特別の行も行わずして、仏ともなり得ることができるし、また、何等神社に参詣することもなくして、神の意にかなうことができるというのであります。それ故に、神明を信じようと思えば、ただ法華経を信ずればよいのであります。神を信じない人というのは、先程、よい例証に出した諸宗のことであります。

			　それなら真実に神を信ずる人は一体誰かといえば、それは我が宗の信仰をするものであるということが出来ます。正法正義たる法華経を信ずるものの無い国家や、その住民の住むところには、諸天善神は「神去ります」という法門を立てたのは、あながち我が宗だけが建てているのではないのであります。

			　これは天台宗においても教えているところであります。天台大師の摩訶止観には「宗廟社稷の神」を解釈するのに次のように言っています。

		

	
		
			◇天台宗にも神去り法門はあり

			　即ち宗廟（そうびょう）というのは権者の神であり、社稷（しゃしょく）とは実迷の神様であり、五穀の精であるといっているのであります。叡山の慈辺僧正という人は日登と名乗っておられましたが、この人が破邪持国論という一巻の書物を書かれました。

			　この論は真言宗の邪義を破し、妙法を持って国土を安定しようという論であります。

			　この論には専ら神去り法門を立てているのであります。

			　その内容は凡そ神には十七種の不同があるといっています。この十七種を縮めると三種となるというのであります。この三種というのは、①法性神、②有覚神、③実迷神であります。第一の法性神というのは、宇宙にあまねく周辺している真如の体というのであります。第二の有覚神というのは権者の神というのが、天台大師の摩訶止観に説かれている宗廟神（そうびょうしん）と同じ神、即ち、この権者は法味に飢えて国を去る国土の神であります。第三の実迷神というのは、摩訶止観にいうところの社稷の神と解釈された神々と同じであります。この神は、第六天魔王が邪神と顕れた神であります。この神は神社をさる事なく、諸天善神に入り変わって、人間を悪道にひきいれるという神であります。

			　以上の三種のあらましですが、天台宗においても、このように「神去り」の法門を立てることは、諸経の文によって明らかであります。

			　以上によっても、明らかなごとく、邪神を礼拝すれば悪道に落ちるというのが、諸経文に説かれているところであります。文殊問経によれば、「凡そ全ての邪神を礼拝すれば大邪神に迷わされて、五百生の長い間この世においては尊い法を聞くことも出来ず、後生には必ず三悪道に落ちるのである」と説かれています。

			　以上のような諸経文によって我が宗の人々は、正神は国を捨て去り地方の仏土に移り、邪神だけがその後の社に住まって、ここに礼拝するものの心を迷わすのであります。このような神社に参詣してはならないと教えを受けたのであります。

			　以上のことによって、神は礼儀を正しくせざるものの尊崇は、受けたまうこともなく、また、正直に正法正義を守るものの頭（こうべ）にすみ給うといわれるのであります。その上、天神詠歌の十徳の中にも、何等種々の行を行ぜずしても、仏様の境涯に到ることができ、またいかなる神社に、参詣せずしても神慮にかなうことが出来ると言われているのはこれであります。

		

	
		
			◇正直の法華経の行者は諸天善神が護り給う

			　この意味は正直に正法正義を以て教えを解釈し、また、神の道を述べるものは、如何なる神社に参拝せずとも、神のおぼしめしに叶うものであります。ましてや、ただ一筋に正法正義の法華経を守護するものは、必ず神のおぼしめしに叶うことができるのであります。それ故に、法華経の行者の頭は即ち、神社であるといえるのであります。

			　八幡大菩薩は、「正直の人の頭をすみかとし、まがりへつらった人の志たる供養は受けません」といわれています。つまり法華経の行者は必ず神の恵みにも預かることが出来るのであると示されているのであります。

			　以上のような意味を旧い歌には、「心さえ真実の道を歩むならば、何も特別に祈ったりしないでも、神は必ず守って下さるのである」といい、また、北野天神の返事の歌に「神様、まことの道というのは、如何なる道をまことの道というのでありましょうか、その道を教えて戴きたいと思います」と質問したのに答えて、北野天神の返歌に「松は松であり、梅は梅である、と素直に見ることの出来る人のことをまことの道にかなった人であるというのであります」と申されましたが、これはまことに尊い返哥であると思います。

			　この返哥の心は神とは元々本来より正しい素直なのが本体でありますから、何ごとによらず、まがりへつらった心を嫌うのであります。

			　このまがりへつらうことのなき心というのは、法華経を信ずる行者の心をいうのであります。

			　あらゆる一切の中の事実中の真実というのは、妙法蓮華経のことであります。

			　この最近のことですが、平家の君達太政入道殿の第三の御子息新中納言知盛公が宇佐八幡に参詣して、国土政務の安泰を祈られました。処が、神は歌を以って答えられました。その歌に「この世には好ましくないことのみあって、宇佐八幡の社頭にさえも神はおられないのに、一体何ごとを祈ることがあろうか」と申されましたので、知盛はまた、これに、返哥して、「この世には祈りがいもないことのみが満ちていますが、それでも祈れば何かはしるしがあるであろうと、頼みにも、虫のいきで祈るのであるが、それにしても、その祈る声さえも小さく細って力の薄れたような、悲しい秋の暮れであることよ」と詠じられました。

			　この哥の意味は、世間にはいやなことのみ多くて、神などはこの世におられるとも思われないという意味であり、知盛は弱りはててしまった世の中であると返哥をなされたのであります。

			　このように一番世俗の政治、道徳、風俗等も、その通りでありますから、ましてそれ以上の尊い深い正しい道を教える仏の道が全く地に落ちて消滅せんとする時でありまして、一切の衆生の心のまがりへつらっている国土に守護神が安住されているわけがありません。

			　今の、八幡大菩薩の誓願せられたることは、日本国の百王百代を護り通し給うということであります。

			　この百王も未だ経過しませんのに、人王第八十一代安徳天皇は西海のもくずと沈まれたのであります。

			　これによって、八幡大菩薩の誓願は破れました。これは御父の高倉院が、平家の一門と共に高野の文覚を信じて、十五法を修行し、また、法然上人を指導者としてまねいて、二十五三昧を修行し、法華経の妙文に反対して、天台宗を捨てて邪法を信じたがために、平家は滅亡したのであります。

			　ところが、源氏は、法華経を信じてまもなく天下を治め、政道を安定させた、先例は誰でもうなずけると思うのであります。

			　過去の先例は、はっきりしているのでありますから、後世もまたこれにより、類推することが出来ると思います。

			　伝教大師は「国の内部の謗法の声がなければ、万民は数を減らすこともなく、家庭に正法正義が鑚仰（さんごう）されて、正法が護持されていれば、七難は必ず退散するのである」と説かれています。

			　それにもかかわらず、この頃は、天下三災七難並び起こって、上より下に到るまで多くの人々が苦しむのは、これは一国の主宰者たるべき国主が法華経を信ずることもなく、諸宗の誤った信仰をしているからです。

			　このような状態を見て何等悲しみの心の起こらぬものは、正に仏法を破壊するものでありますし、また、真実の恩を報ずることを知らないものであると申してもよいのであります。

			　ですから、釈尊最後の涅槃経には、「若しここに正法を守る善比丘がいて、法を破るのを見て、この人を責めることをしなければ、この人は仏法中の怨敵であります。また、もし、このような人を攻めて、正法の行者を守護するものは、真の仏法を護持する仏道修行の人である」と説かれています。

			　我が宗祖日蓮大聖人がこの文によって、説き開かれた大切な法門というのは、即ち、この法門のことなのです。

			　私共は今、お互いに相励まし合って、日蓮聖祖の門弟として、法華経の金言を守り、経文と日蓮聖祖の御書を心に染めて、諸宗の悪法を改めるならば、遂には権門権宗のまがった執着を打ち破り、妙法真実の正義を立てて、天下万民共に法華経の信仰に帰伏して、日本全国のみならず、全世界が法華経の信仰をすることの出来る機根を養成することが出来るならば、この世の中は、あの昔中国にあったという義農の世にも比すべき楽土を実現して、不祥の災難を払い、国は唐虞（とうぐ）のような立派な、また、お互いに助け合って、長生きをすることが出来る世界が実現するのであると、安国論に示されております。　　　　　　　完
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